
施設名：

インターグループホーム 人数 備　　　考

施設長（兼務）：阪本　亜百美　　管理者：河崎　光恵 1名 兼務

指定地域密着型（介護予防）　認知症対応型共同生活介護 1名

1名

鳥取県倉吉市福守町407-12 12名

2名 1名

12名

1名

15名 兼務除く

３　主な事業内容

職名

施設長

管理者

介護支援専門員

介護員

夜間専門員

（１）施設整備実績

（２）事業活動

４　安全管理・衛生

計

事　業　実　績項　目

達成率　　　９６．７　％実績利用者数　１７．４人　/日１８人

12月1日の創立10周年記念をご利用者様・ご家族様と共に祝う。

保育園児の太鼓や地域の方をお招きして積極的に地域交流を行う。

1階、2階のトイレドア改修工事　　１２０，４００円

・ご家族様を始め、地域包括、傾聴ボランティアの方々もお祝いに来てくださり、賑

やかな祝賀会になった。

・インター畑で育てた大豆を使いご利用者と一緒に味噌作りを行った。

　（30kgの味噌を作り、平成28年12月の家族交流会に食べていただく予定。）

事　業　実　績　報　告　書事　業　実　績　報　告　書事　業　実　績　報　告　書事　業　実　績　報　告　書平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度

２　運　営　方　針

１　基　本　方　針

事 業 所 名

臨 時 職 員 数

定 員

パ ー ト 職 員 数

施設長・管理者名

所 在 地

実 施 事 業

事　業　計　画

「認知症になっても、地域の中で当たり前の暮らしができるように、ご利用者様の個性を尊重し、家庭的な生活環境のもとで一人ひとりの力を引き出せるよう支援す

る。ご利用者様の心身の状態を把握し、医療機関と連携を図り適切な対応に努める。地域の一員として、地域活動を通じ馴染みの関係を大切にしていく。」の基本方

針を基に運営理念を掲げ、毎朝、職員全員で理念を唱和して共有する。

・今までの生活を把握し、その人らしい生活ができるよう支援する。

・アセスメントを行い、一人ひとりの持っている力を引き出せるよう支援する。

・個人を尊重し、側面からご利用者を支え、想いを大切にすることで安心感が得られるよう支援する。

・ご利用者の心身の状態を把握し、安心して適切な医療が受けられるよう支援する。

・地域とのかかわりを大切にし、地域の一員としてさまざまに人々との交流が図れるよう努める。

・提供するサービスの質の評価を行い、改善を図るように努める。

開 設 年 月 日

正 規 職 員 数

平成17年12月1日

インターグループホーム

なし

・ご利用者様が安心、安全に生活していただけるよう、事故防止をはじめ設備、備

品の安全管理を行いながら、環境整備に努める。

・衛生管理、衛生教育を行い、感染症予防の周知、徹底を図る。

・毎月、福祉用具やナースコールの点検等を行ない事故防止に努めた。

　（2ヶ月に1回施設内自主点検を実施）

・感染症の勉強会や、嘔吐物などの処理方法の手順を職員間で勉強し、共有し

た。

・職員の健康診断を年2回、細菌検査は毎月実施した。

　　管理



７　各種団体との連

携と地域交流

・利用者様とご家族様や保育園、地域・団体等との交流の場を設ける等しながら、

社会の一員として積極的に社会交流が図れるように努める。

・グループホームが立地する地域へ積極的に出向き、地域住民の方の理解と協

力体制の確立を目指していく。

地域住民、各種団体、保育園等との交流を積極的に取り入れ、地域に開かれたグ

ループホーム作りを推進していく。

・学生、ボランティア等の奉仕の場を提供することにより、グループホームでのご利

用者様の理解が深まるよう努める。

４、職員の資格取得のための取組み

３、施設内研修の実施

１、外部研修・発表会への参加

２、法人内部研修への参加

・夜間想定の避難訓練をはじめ、消防署立会の避難訓練、消火訓練の実施を毎

月行った。

・夜間想定の火災訓練で、ブルーインターの宿直者の協力を得て避難者の支援訓

練を行った。

・法人本部主体の机上訓練を行った。

・施設内自主点検の実施をした。(2ヶ月に1回実施)

介護福祉士などの資格取得を奨励し、知識及び実技の習得について既得職員

等による支援に努める。

・施設内外の各種研修を通じて職員の資質の向上を図ると共に、専門知識及び技

術の向上を目指す。

・施設外研修には積極的に参加して、専門職としての知識、技術を取得して資質

の向上に努めた。

　（今年度はリーダー研修、認知症実践者研修、中堅職員のキャリアパス研修に

参加）

・施設内でも、年間研修計画に沿った勉強会を行ない、スキルアップに努めた。

・認知症サポータースキルアップ研修に参加し、認知症についての理解を深めた。

・事例研究に取り組み高齢者部会で発表した。

１、ご利用者様の安全を第一に、防火管理者が現状に即した防火・防災・避難訓

練の計画実施を行う。

２、防災活動への参加、地域防災情報の把握等、有事に迅速な対応ができる環境

整備を行う。

・防災対応マニュアルにより、防災及び災害時の人命の安全、被害の軽減を図

る。

６　職員の資質の

　　向上と研修

認知症実践者研修、介護専門職研修等への参加を通じ、知識や技術の習得に

努め、施設と共に、モチベーションアップを図る。

法人内の研修は、研修内容に応じた職員が参加し必要な知識、各種の介護技

術の取得を図る。

・小鴨地区の小学校に出向き認知症についての学習会の講師をした。

・2ヶ月に1回行われる小鴨地区グループホーム交流会に参加し、他法人との情報

交換を行った。

・年2回、やしろ地区のいきいきサロンに講師として参加した。

・毎月実施される福守町の清掃活動に積極的に参加した。

５　防災・火災、救助

　　体制

・年間計画に沿った施設内勉強会の実施や、外部研修で学んだことの伝達研修

などを行い、個々のスキルアップを目指す。

・新規採用職員など実務経験の少ない職員については、知識や能力、経験の

豊富な職員により実務を通じた研修を行い、職員全体のレベルアップを図る。



季節・年間行事季節・年間行事季節・年間行事季節・年間行事
施設名：

実施月 行事計画

平成27年

4月

誕生会

花見外出（さくら・外食）

花祭り

個別支援外出

傾聴ボランティア

5月

誕生会

花見外出（燕趙苑）

収穫祭兼家族交流会

傾聴ボランティア

6月

誕生会

ちまき作り（ブルーインター合同）

三園合同運動会参加

傾聴ボランティア

7月

誕生会

合同そうめん流し

傾聴ボランティア

8月

誕生会

福祉の里夏祭り

傾聴ボランティア

9月

誕生会

敬老会

合同お茶会

傾聴ボランティア

10月

誕生会

室内運動会

福守町文化祭作品展

傾聴ボランティア

11月

誕生会

福祉の里文化祭

傾聴ボランティア

紅葉外出（外食）

12月

誕生会

10周年創立記念兼家族交流会

クリスマス会

傾聴ボランティア

平成28年

1月

誕生会

新年初釜

初詣

どんど祭り

傾聴ボランティア

書初め

2月

誕生会

節分（豆まき）

傾聴ボランティア

3月

誕生会

雛祭り

傾聴ボランティア

鬼に扮した職員に豆を投げたり太巻きを丸かじりされ

一年間の無病息災を祈願されました。

ご利用者にお内裏様とお雛様に扮していただき、ひな

祭りを楽しまれた。

行事実績

職員のパフォーマンスや屋台を楽しんでいただいた。

保育園児とご利用者の交流を図ることが出来た。

日頃の手作り作品を文化祭に出展した。

紅葉狩りを行い秋の訪れを感じていただいた。

地域包括や傾聴ボランティアの方を招待し10周年をお

祝いました。

花見外出を行い春のおとずれを感じていただいた。

利用者様と一緒に畑作りを行い、収穫の喜びを家族

様と一緒に肌で感じていただいた。

ブルーインターと合同のちまき作りを行い、子どもたち

とご利用者の交流を図りました。

家族交流会を行い日頃の様子をスライドショーを通じ

て見ていただきました。

ブルーインターと合同のそうめん流しを行い、子どもた

ちとご利用者の交流を図りました。

インターグループホーム

小鴨神社に初詣に行き参拝してきました。


